
　

令
和
３
年
度
の
取
り
組
み

で
、
市
の
姿
勢
が
最
も
表
れ

る
一
般
財
源
を
見
る
と
、
教

育
福
祉
、
子
育
て
の
予
算
が

少
な
い
と
感
じ
る
。

　

国
の
制
度
に
伴
い
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
や

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

伴
う
支
出
、
中
学
校
給
食
配

膳
室
の
整
備
な
ど
一
時
的
な

増
加
は
あ
る
も
の
の
、
市
の

継
続
的
な
単
独
事
業
と
し
て

は
、
全
体
の
予
算
増
加
か
ら

見
て
も
ほ
と
ん
ど
増
え
て
お

ら
ず
、
市
民
１
人
当
た
り
の

金
額
を
県
内
16
市
と
比
較
し

て
平
均
に
も
満
た
な
い
こ
と

を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

気
候
変
動
の
問
題
で
は
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
い
せ

は
ら
を
表
明
し
た
も
の
の
、

目
標
値
は
２
０
１
３
年
度
比

の
削
減
目
標
で
、
低
い
数
値

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
公
民

館
や
小
中
学
校
の
屋
上
を
活

用
し
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
行
う

な
ど
、
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
に

つ
な
が
る
早
急
な
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
中

小
業
者
支
援
が
か
つ
て
な
い

規
模
で
取
り
組
み
が
展
開
さ

れ
た
が
、
中
小
業
者
の
廃
業
、

閉
店
の
増
加
が
加
速
し
て
い

る
。
消
費
税
減
税
な
ど
の
施

策
の
抜
本
的
な
転
換
を
求
め

る
と
と
も
に
、
地
元
自
治
体

と
し
て
中
小
事
業
者
と
多
く

の
市
民
が
共
に
喜
べ
る
施
策

が
必
要
と
考
え
る
。

　

公
共
交
通
支
援
策
は
、
地

域
住
民
の
高
齢
化
が
進
み
、

病
院
、
買
物
な
ど
日
常
生
活

に
も
困
難
な
高
齢
者
が
増
加

し
て
お
り
、
早
急
な
交
通
支

援
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　

全
体
の
財
政
状
況
の
施
策

と
バ
ラ
ン
ス
か
ら
見
て
も
不

十
分
と
判
断
し
、
反
対
を
表

明
す
る
。

　

令
和
３
年
度
は
、
伊
勢
原

大
山
イ
ン
タ
ー
土
地
区
画
整

理
事
業
の
円
滑
な
進
捗
を
図

る
た
め
組
合
を
支
援
し
、
伊

勢
原
駅
北
口
周
辺
地
区
に
お

け
る
交
流
拠
点
の
形
成
に
向

け
、
再
開
発
準
備
組
合
の
設

立
支
援
と
と
も
に
、
事
業
協

力
者
選
定
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
迅
速
か

つ
円
滑
な
接
種
、
市
税
徴
収

率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
口

座
振
替
申
請
の
電
子
化
シ
ス

テ
ム
導
入
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
、

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成

果
と
し
て
、
中
期
戦
略
事
業

プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
主
な
事
業

の
評
価
結
果
に
つ
い
て
、
お

お
む
ね
計
画
ど
お
り
以
上
の

進
捗
と
な
り
、
事
業
の
有
効

性
は
、
計
上
事
業
の
約
80
％

が
高
く
、
低
い
と
評
価
し
た

事
業
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
、

有
効
性
の
あ
る
事
業
が
進
め

ら
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

　

自
主
財
源
の
確
保
は
、
財

政
運
営
の
自
主
性
、
安
定
性

確
保
の
上
で
重
要
と
認
識
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
約
85

％
を
市
税
が
占
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
根
幹
で
あ

る
市
税
の
確
保
、
増
収
が
重

要
と
考
え
る
。

　

税
制
上
の
優
遇
措
置
な
ど

も
活
用
し
、
産
業
立
地
や
企

業
誘
致
の
整
備
促
進
な
ど
に

よ
る
市
税
確
保
策
を
着
実
に

進
め
て
い
く
よ
う
願
う
と
同

時
に
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
策
に
対
し
、
庁
舎
内
の

連
携
、
連
動
を
図
り
な
が
ら

力
強
く
進
め
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
、
本
決
算
の
賛
成
討

論
と
す
る
。

　

令
和
３
年
度
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
加
速
化
を
は
じ
め

と
す
る
感
染
拡
大
防
止
策
を

講
じ
な
が
ら
、
一
方
で
経
済

を
回
す
と
い
う
両
面
を
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
の
１
年
で
あ

っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境

下
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
、

影
響
を
受
け
て
い
る
地
域
経

済
や
住
民
生
活
支
援
な
ど
を

行
う
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
な

が
ら
、
11
回
に
及
ぶ
補
正
予

算
を
編
成
し
、
適
時
適
切
な

対
応
を
し
た
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
が

決
算
数
値
の
随
所
に
反
映
さ

れ
て
い
た
と
評
価
す
る
。

　

一
方
、
決
算
審
査
の
過
程

に
お
い
て
、
組
織
内
、
組
織

間
連
携
が
不
足
し
て
い
る
と

感
じ
る
場
面
も
散
見
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
接
触
が

希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
き
だ

か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
職
員
間

で
意
識
し
て
の
連
携
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
内

部
統
制
の
強
化
が
改
め
て
必

要
と
考
え
る
。
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こ
こ
で
の
討
論
と
は
、

本
会
議
に
お
い
て
、
採

決
の
前
に
、
議
題
と
な

っ
て
い
る
案
件
に
対
し
、

賛
成
か
反
対
か
、
自
己

の
意
見
を
表
明
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算

の
採
決
前
に
、
５
人
の
議
員
が
会
派
を
代
表
し

て
反
対
・
賛
成
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。（
順
不
同
）

　

　

　

　

今
後
は
引
き
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
加
え
、
物
価
高
対
策
、

さ
ら
に
防
災
、
減
災
対
策
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
応
、

医
療
費
や
扶
助
費
の
増
大
対

応
な
ど
諸
課
題
に
取
り
組
み

な
が
ら
も
、
財
政
力
の
強
化

を
断
行
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

決
算
審
査
で
明
確
に
な
っ

た
成
果
と
課
題
を
再
度
確
認

し
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
向
け
、
本
年
度
下

半
期
、
ま
た
５
年
度
予
算
へ

の
反
映
、
そ
し
て
、
次
期
総

合
計
画
に
つ
な
が
る
よ
う
懸

命
な
対
応
を
要
望
し
、
賛
成

討
論
と
す
る
。

　

令
和
３
年
度
は
財
政
全
般

に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
前
の

水
準
に
戻
る
に
は
至
ら
ず
、

市
税
が
前
年
度
決
算
比
で

５
０
０
０
万
円
減
に
な
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
さ
が

見
ら
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
主
に
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
財
源

と
し
た
11
回
に
及
ぶ
補
正
予

算
で
、
市
税
が
予
算
比
で
約

６
億
３
１
０
０
万
円
増
と
な

り
、
感
染
症
対
策
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
着
手
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
生
活
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、

新
し
い
生
活
様
式
の
定
着
に

努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

特
に
小
規
模
事
業
者
臨
時

給
付
金
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
避
難

所
の
３
密
対
策
、
口
座
振
替

の
電
子
化
な
ど
市
独
自
の
コ

ロ
ナ
対
策
に
及
ん
だ
こ
と
は

評
価
で
き
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る

中
、
定
住
人
口
を
促
進
す
る

た
め
、
子
育
て
支
援
な
ど
に

よ
り
、
ま
ち
の
魅
力
を
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
雇
用
、
人
の
流
れ

を
創
出
す
る
た
め
、
伊
勢
原

大
山
イ
ン
タ
ー
土
地
区
画
整

理
事
業
や
伊
勢
原
駅
北
口
再

開
発
事
業
な
ど
、
活
力
と
住

み
や
す
さ
を
高
め
、
人
や
企

業
が
自
然
と
集
ま
る
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
強
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

　

世
界
的
な
物
価
高
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
高
は
当
面
続
き
、
本

年
度
後
期
事
業
や
来
年
度
の

予
算
編
成
に
も
多
大
な
る
影

響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
が
、

さ
ら
な
る
創
意
工
夫
の
下
、

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
要
望
し
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

　

令
和
３
年
度
の
事
業
施
策

で
は
、
市
民
要
望
、
市
民
生

活
に
密
着
し
た
事
業
を
は
じ

め
、
将
来
に
光
を
当
て
る
た

め
の
事
業
が
執
行
さ
れ
、
第

５
次
総
合
計
画
と
行
財
政
改

革
推
進
計
画
の
２
つ
の
行
政

計
画
に
掲
げ
る
事
業
、
施
策

を
着
実
に
実
行
し
て
き
た
点

は
評
価
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

社
会
、
経
済
、
生
活
が
激
変

し
た
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

と
き
と
考
え
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
従
来
型
の

ス
タ
イ
ル
か
ら
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
時
代
に
打
ち
勝
つ
新

し
い
経
営
戦
略
、
経
営
戦
術

を
見
つ
け
出
し
、
本
市
の
成

長
、
発
展
を
推
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

長
年
動
か
な
か
っ
た
伊
勢

原
駅
北
口
が
動
き
出
し
て
い

る
こ
と
、
新
東
名
伊
勢
原
大

山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

の
土
地
利
用
も
確
実
に
動
い

て
い
る
こ
と
を
、
総
括
質
疑

や
委
員
会
審
査
で
確
認
し
た
。

　

本
市
に
は
、
近
隣
他
市
に

負
け
な
い
自
然
、
そ
し
て
医

療
環
境
が
あ
る
。
有
効
な
企

業
誘
致
政
策
を
は
じ
め
、
活

気
あ
る
商
店
街
づ
く
り
、
安

心
安
全
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
、
魅
力
あ
る
市
政
の
実
現

に
よ
る
人
口
増
加
策
が
、
税

収
増
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
と

信
じ
て
い
る
。

　

本
市
が
持
つ
優
位
性
を
最

大
限
に
生
か
し
、
市
民
を
巻

き
込
ん
だ
先
進
的
か
つ
画
期

的
な
政
策
を
立
案
し
、
実
行

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

        

い
せ
は
ら
未
来
会
議

　
　

橋
田　

夏
枝

　　

い
せ
は
ら
進
誠
会

　
　

山
田　

昌
紀

　　

過去の議会だよりを

ホームページから御

覧いただけます。

令和３年度各会計決算総括表

会　　　　計

合　　　　　計

一　般　会　計

３年度決算額
対前年度
伸率（％）

特　

別　

会　

計

公共下水道事業会計

後期高齢者医療事業

介 護 保 険 事 業

用 地 取 得 事 業

国民健康保険事業

360億9,552万58円

 　　57億8,210万7,750円

14億2,082万4,232円

74億7,687万6,456円

1億5,447万4,931円

98億7,671万9,413円

608億652万2,840円 -12.2

-22.1

-3.9

1.1

3.3

57.0

4.1


